
同僚の授業から学ぶ
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＊レディネス（readiness）:学習者の効果的な学習のため、その基礎的条件となる身体的発達や知識、経験が出来上がっている状態

2.参観する授業を考える

1.目的をはっきりさせる

●1 ●2 ●3 ●4

●1 ●2 ●3 ●4

大学や学部・研究科の教育
目標達成に向けてより効
果的な教育を行うため

自分が担当する科目の学
習内容に関連して、その基
礎知識を扱う科目や発展
的な内容の科目について
理解するため

授業に関する悩みや困難
を感じている点を解決す
るアイデアを得るため

学生のレディネスを
把握するため

＊

公開・参観の目的を明確にしていけば、参観する授業はある程度絞られてくるでしょう。参観する授業の選定

は、目的に応じて行われるからです。自分の担当する授業に似たものを見るのと、規模や受講学生の属性が全く

異なるものを見るのとでは、そこから得られる知見も大きく異なります。授業参観の目的を明確にするのと同時

進行で、どの授業を参観するのかも考えていきましょう。

本学ではほとんどの学部・研究科および教育センターで授業公開・参観が行われています。それらは何を目的

として行われているのでしょうか。授業公開・参観は、ただ行うだけで教育改善に効果を発揮するわけではあり

ません。目的によって、公開・参観する授業や参観の観点は異なります。その結果、活動の成果も違ったものにな

ります。授業公開・参観という活動を通してどのような教育改善を目指すのか、今一度考えてみましょう。

私たちは様々な工夫をしながら授業を行っています。しかし、自分の授業をより良いものにするにはどうした

らいいか、今のやり方が本当に適切なのかなどと感じることもあるでしょう。授業アンケートやミニッツ・ペー

パーなどを利用し、学生の声から授業を改善することはとても大切です。しかし、改善の方向性や方法について

は自分で考えなくてはなりません。そのとき、アイデアを提供してくれるのが、身近にいる同僚の教員です。専門

分野は違っても、活かせるアイデアはたくさんあります。

授業公開・参観は、やり方次第で個々の教員の授業

改善に役立てることができます。しかし、授業改善以

外の教育改善に寄与する活動でもあります。学生の

学習状況を確認したり、現行カリキュラムの問題を明

らかにするために活用することも可能です。この活動

は、教育改善の第一歩となり得るものです。

クラスサイズや受講学生
が同様の授業もしくは専
門分野が近い教員の授業
を見る

クラスサイズや授業方
法、教員の性格が全く異
なるタイプの授業を見る

同じような悩みを抱えて
いる教員の授業を見る

自分が担当する科目の
基礎となる知識内容を
扱う授業を見る
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3.授業を参観する

4.授業検討会を行う

5.自分の授業を公開する

教育目標や学習目標に
合っているかを確かめる

内容や進みの度合いが学
生のレディネスに合って
いるかどうかを確認する

授業参観で得たアイデア
が活かせているかどうか
を確かめる

自分の授業の特徴を知
り、授業改善のための
ポイントを把握する

●1 ●2 ●3 ●4

●1 ●2 ●3 ●4

●1 ●2 ●3 ●4

より深く知るための参考文献

実際に授業を参観する際には、授業者の邪魔にならないよう注意しなくてはなりません。授業者の了解を

得ることや受講者のプライバシーに配慮することは当然必要ですが、できれば教室の後ろからじっと見てい

るだけではなく、授業時間を有効に活用して様々な気づきを得たいものです。

授業参観から様々な知見を得たら、今度は自分の授業を公開してみましょう。授業を同僚に見てもらうこと

で、自分ひとりでは気づかなかった思考様式や習慣に気づくことができます。いきなり不特定多数に公開する

のが不安であれば、気心の知れた同僚数人に声をかけて実行するのが良いでしょう。忌憚のない意見を言っ

てくれる同僚の存在は心強いものです。また、場合によっては職員に授業を見てもらうことも効果的です。授

業者である教員とは異なる視点から貴重な意見が得られるでしょう。いずれの場合も、何のために見てもらう

のかを明確にしておくことが大切です。

授業参観の後に検討会で話し合うと、教育改善にとってより効果的です。参観の際に気になった点、自分で

も取り入れたいと思った工夫について、授業者に積極的に尋ねましょう。授業検討会は、授業を公開した教員

にとっても重要な学びの機会です。他者の視点を取り入れて、自分の授業を複眼的に振り返ることができるか

らです。互いに学びあう機会として、検討会を活用しましょう。

授業全体や当該授業にお
ける教育目標を念頭に、
授業内容や活動を見る

気づいた点を
メモしておく

（担当教員の許可を得たうえで）

活動に参加する

（担当教員の許可を得たうえで）

クラスの様子や板書を
撮影する

参観して気になった点
について意図や背景を
尋ねる

当該科目のカリキュラム
上の位置づけや学習目標
を確認する

参観した以外の授業で
用いている工夫や技術
について尋ねる

実際に行われていた工
夫や技術について、その
やり方を問う

◇ 読売新聞教育取材班（2009）『教育ルネサンス　大学の実力』中央公論新社 

◇ ケン・べイン著、高橋靖直訳（2008）『ベストプロフェッサー』玉川大学出版部
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